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児童の積極的授業参加に関する研究（ ）
―社会的望ましさ，規範意識と動機づけの影響―

○小平英志（日本福祉大学） 安藤史高（岐阜聖徳学園大学）
布施光代（明星大学）
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これまでの児童の積極的授業参加行動に関する

研究では，積極的授業参加行動（注視・傾聴，挙

手・発言，準備・宿題）が授業に対する動機づけ

と関連していること，相対的に関連が強いのが注

視・傾聴であること，自律性の高い動機づけほど

積極的授業参加行動を促進することが明らかにさ

れている。一方で，布施・小平・安藤（ ）が

示唆しているように，社会的望ましさなどの要因

もまた，積極的授業参加行動に正の効果をもたら

していることが予想される。今回の調査では，児

童の社会的望ましさと規範意識や向社会的な行動

に注目し，積極的授業参加行動との関連を検討す

ることを目的とする。同時にこれらの変数を統制

した後も動機づけの効果が認められるのかどうか

検討を行う。

方 法

調査対象者 県の小学校に通う 年生 名（男

児 名，女児 名）， 年生 名（男児 名，

女児 名）， 年生 名（男児 名，女児

名）， 年生 名（男児 名，女児 名）の計

名を対象に質問紙調査を実施した。

調査内容 （ ）積極的授業参加行動尺度（安藤・

小平・布施， ），（ ）児童用社会的望ましさ尺

度（桜井， ），（ ）社会的責任目標尺度（中谷，

）の規範遵守目標及び向社会的目標の下位尺

度，（ ）教科への動機づけ尺度（布施ら， ）

調査手続き 学校長の同意の上，調査は 年

月に担任の先生によりクラス毎に実施された。

結 果

相関係数 全体，中学年（ ， 年生）のみ，高学

年（ ， 年生）のみのそれぞれで，積極的授業参

加行動と社会的望ましさ，規範遵守目標，向社会

的目標との相関係数を算出した。有意な関連が見

られなかったのが，挙手・発言と社会的望ましさ

の間，中学年の挙手・発言と規範遵守目標の間，

高学年及び全体の準備・宿題と社会的望ましさの

間のみであり，他の変数間では，有意な正の相関

係数が確認された（ ～ ）。

階層的重回帰分析 注視・傾聴，挙手・発言，準

備・宿題をそれぞれ従属変数とする階層的重回帰

分析を実施した。 では学年，性別を，

では社会的望ましさ，規範遵守目標，向社会的

目標を， では教科への動機づけを投入し，

乗変化量を検討した（ ）。その結果，中

学年において，社会的望ましさや，社会的責任目

標の影響を統制しても，注視・傾聴と挙手・発言

に対する教科への動機づけの影響が確認された。

対して高学年では，教科への動機づけを投入した

際の有意な 乗の増加が確認できなかった。

以上，社会的望ましさ等は積極的授業参加行動

と基本的に正の相関関係にあること，また，高学

年の注視・傾聴と挙手・発言では，社会的望まし

さ等を考慮すると，教科への動機づけによる授業

行動の予測が困難になる可能性が示唆された。今

後，社会的望ましさ等が教科への動機づけを介し

て影響するモデルについても検討を進めたい。

(β ) (β ) (β ) (β ) (β ) (β ) (β ) (β ) (β )

step 1 学年 -.02 .05 .12 -.07 .17 -.14 .05 .19 * .23 **

性別 .10 * .02 .21 ** -.18 ** -.17 -.17 .13 * -.01 .28 ***

step 2 社会的望ましさ .21 *** .11 .25 *** -.09 -.09 -.14 .00 .01 -.06

規範尊守目標 .61 *** .60 *** .58 *** .01 -.08 .08 .39 *** .30 ** .45 ***

向社会的目標 -.16 * -.16 -.17 * .26 *** .19 .31 ** -.03 .10 -.16

step 3 教科への動機づけ .09 .24 ** -.01 .22 *** .43 *** .10 -.04 .08 -.11

step1 .07 *** .03 * .05 ** .03 * .02 .02 .05 ** .04 .19 ***

step2 .40 *** .08 *** .12 *** .08 *** .08 * .12 ** .12 *** .15 *** .10 **

step3 .01 .04 *** .00 .04 *** .13 *** .01 .00 .00 .01
* p <.05 ** p <.01  *** p <.001

Table 1　積極的授業参加行動を従属変数とした階層的重回帰分析の結果（標準偏回帰係数及びR2乗変化量）

全体 中学年 高学年全体 中学年 高学年全体 中学年 高学年

注視・傾聴 挙手・発言 準備・宿題

R2乗変化量

P110 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

種類の教訓の抽出を促す学習講座の実践
―学習内容と問題解決方略の記述に関して―

○小角真歩（広島大学大学院） 深谷達史（広島大学）

キーワード：ふり返り，教訓帰納

問題と目的

学習者が授業だけでなく，一人で勉強する際にも

主体的に学ぶために必要な学習方略の つが，教訓

帰納である。教訓帰納とは，問題解決や学習内容に

関して，または問題を間違えた場合の間違えた理由

に関しての教訓を引き出す方略である（市川， ）。

植阪（ ）や小湊（ ）など，教訓帰納に関

する研究があるなかで，教訓の「質」をいかに高め

るかという問題が残されている。教訓には，「学習内

容」や「問題解決方略」に関する つの教訓がある。

「学習内容」に関しては，理由や根拠を踏まえてい

る定義や公式に関する教訓，また，「問題解決方略」

に関する教訓は，問題文の整理に必要な方略に関す

る教訓を引き出す必要があるだろう。そこで，本研

究では，学習者が 種類の教訓を引き出せるための

学習講座を実施し，抽出される教訓の質を評価した。

方 法

介入方法

年 月 日から 日間， 県の公立小学校に

通う小学 年生 人を対象とし，大学で開発した

学習講座で教訓帰納を教授した。講座では，算数（速

さ）を題材に，教訓を引き出す際に「学習内容」と

「問題解決方略」に関する教訓を区別して抽出する

ことを 日目で教授した。残りの日程では，複数の

文章題解決や話し合い活動を通じて学習の際に公式

の成り立つ理由を考えることや，問題内容を整理す

る方法が重要であることを教授し，抽出される教訓

の質の向上を試みた。なお，小学生の研究参加に対

しては，保護者の了承を得るため，保護者の方に研

究参加同意書にサインをしてもらった。

評価方法

学習者の意識面と教訓の記述面の つを介入の前

後で比較した。意識面に関しては，介入の前後で質

問紙調査を実施した。市川他（ ），西村他（ ）

を参考に 項目を作成し，それぞれの項目について，

件法で回答を求めた。教訓の記述面に関しては，

学習内容と問題解決方略に関する記述をそれぞれル

ーブリックで評価した。例えば，問題内容に関する

記述は，学んだ知識を記していない記述を ，理由

や根拠を含めず学んだ知識を記した記述を ，理由

や根拠を含めて学んだ知識を記した記述を とした。

結果と考察

意識調査に関しては，介入の前後の調査で得られ

た得点をもとに 検定を行った。その結果，失敗活

用志向の向上が有意であり（（ ） ），

成功分析志向の向上が有意な傾向（ （ ）

），ふり返りを重要視することの向上に有意な

傾向（ （ ） ）が見られた。このこと

から，講座を通して，参加者のふり返りに対する意

識の向上が見られたと言えるだろう。

教訓の記述面に関しては，「学習内容」と「問題解

決方略」の つに分けて教訓の記述を集計し， 日

目と 日目に分けて ～ の記述数を算出した（

）。介入の前後で記述の比率に違いがあるかを調べ

るため， 検定を行ったところ，学習

内容に関する記述でも（𝑥𝑥2 ， ）問題解決方

略に関する記述でも有意差は見られなかった

（𝑥𝑥2 ， ）。記述内容に関しては，公式を丸

写しするだけで，理由や根拠が書かれていない記述

が多かった。また，問題に適した方略を記すことが

できていても，実際に次回以降応用問題が出た時に

活用できるは不明である。以上のことから今後は，

教訓の「質」の定義や評価基準を見直し，講座の内

容を変更・吟味した上で改めて研究を続けていくこ

とが必要だろう。

教訓の記述面に関する比率

（学習内容） 合計

日目

日目

％ ％ ％

％ ％ ％

（問題解決方略） 合計

日目

日目

％ ％ ％

％ ％ ％
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